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(軍事経済援助, 交易条件, 文化交流, 政府転覆活
動),内的要因 (圧力集団,派閥),同盟のパターン,
発展のためのモデルが変数 と考 え られる｡このよう
に,変え うるものと,変ええないものを区別した後
で,それにつづいて日本の外交政策の能力を分析する
科学的な方法 は大 いに発展させられるべきであると
思う｡
要約すれば,日本の東南アジア政策は次のようなも
のでなくてはならない｡まず,東南アジアでおこりつ
つある民族 ･社会革命を基本的な動向とみなし,その
過程において生ずる問題を,この変化に対する理解に
沿って解決するように努めなくてはならない｡それは
猪木正道氏がこの書物の結論の箇所で述べていること
である｡その場合,一方では政治の不可知性と各国の
多様性を認識して,余りに多くのゴールを求めたり,
焦ったりしてはならないと共に,他方,余りに消極的
で東南アジア諸国を失望させるようなことがあっては
ならず,また,効果が上がるよう可能な限りにおいて
科学的で鋭い分析の上に立って行動しなければならな
い｡さらに,米中の対決という具合に単純な形で複雑
な国際関係を割り切ってはならず,激しい国際政治の
対立に巻き込まれることは愚策であるが,日和見主義
であってはならない｡明らかに,それは困難な仕事で
ある｡しかし,それは明らかに必要な仕事 なのであ
る｡ (高坂正亮)
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